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製品安全データシート（ＳＤＳ） 
 

試薬特級 (+)-酒石酸ナトリウム二水和物 
 

１．製品及び会社情報 

  製品名   ：試薬特級 (+)-酒石酸ナトリウム二水和物 

  会社名   ：小松屋株式会社 

  住所   ：大阪市中央区久太郎町 1-9-28 松浦堺筋本町ビル 5 階 

  担当部署   ：小松屋株式会社和歌山工場 

  担当部署住所  ：和歌山県日高郡日高町萩原 890 

  電話番号＆緊急連絡先 ：0738-63-2007(代) 

 FAX 番号   ：0738-63-2630 

 

２．危険有害性の要約 

  GHS 分類      ：区分に該当しない/分類できない 

  GHS ラベル要素   ：該当なし 

  注意喚起語     ：該当なし 

  危険有害性情報   ：該当なし 

  取扱注意  ：保護手袋、保護メガネ、保護マスクを着用してください。 

   ：取扱い後はよく手を洗ってください。 

   ：４．応急措置を参照。 

   ：７．取扱い及び保管上の注意を参照。 

   ：１３．廃棄上の注意を参照。 

 

３．組成、成分情報 

化学名   ：L-酒石酸ナトリウム２水和物、d-酒石酸ナトリウム 

２水和物 

  化学式   ：NaOOC(CHOH) 2COONa ・ 2H2O 

分子量   ：230.08 

  CAS No.   ：6106-24-7 

  官報公示整理番号(化審法) ：2-1457 

  EINECS No.  ：212-773-3 

  含有量   ：99.0 ％以上(質量分率) 

 

４．応急措置 

目に入った時 ：直ちに流水でよく洗った後、医師に見せる。 

皮膚に付いた時 ：石鹸及び水でよく洗い、赤腫、痛みが残る時には医師に見せる。 

  吸入した時  ：一般使用時は問題ないが、多量に吸入した時は、新鮮な空気を 

吸い、呼吸が困難な時は、医師に見せる。 

飲み込んだ時 ：少量なら問題ないが、多量を誤飲した時は、多量の水又は食塩水 

を飲ませて嘔吐させ、医師に見せる。 

 

５．火災時の措置 

  直接、火災の原因とはならないが、高温で可燃物となることがある。 

  消化剤  ：水、泡及び粉末消火器、二酸化炭素 

  一般注意事項 ：火災時には、適切な防護服を着用し、高温分解で発生するガス 

に注意する。 
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６．漏出時の措置 

  十分な換気をはかり、適切な服を着用して、漏出物を吸引又は掃き取り、別の容器に収

納した後、漏出場所を大量の水で洗い流す。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

  取扱い       ：作業場の換気を十分に行い、作業時は皮膚、目、着衣等に接触 

しない様に保護具を付け、また吸入しないようにマスクをする。

作業後は水道水でよく手を洗い、うがいをする。 

  保管        ：密閉して直射日光を避け、湿気の少ない涼しい所に保管する。 

固化防止のため、長期の上積は避ける。酸、塩基、酸化剤、還元

剤等との混積はしない。 

 

８．暴露防止及び保護措置 

  管理濃度  ：設定されていない。 

  許容濃度  ：設定されていない。 

  設備対策  ：換気、洗浄のための設備を設ける。 

  保護具  ：呼吸用保護具  マスク 

        保護眼鏡  ゴーグル型眼鏡 

     保護手袋  ゴム手袋 

        保護衣  ゴム長靴及び前掛け 

 

９．物理的及び化学的性質 

  外観  ：無色の結晶又は白い結晶性の粉末。 

  臭気  ：なし 

  沸点  ：なし 

  蒸気圧  ：なし 

  揮発性  ：なし 

  融点  ：なし 

  分解温度  ：200 ℃ (150 ℃で無水物となる) 

比重(密度)  ：1.82 (g/cm3) 

  ｐＨ(5%溶液) ：7.0 ~ 9.0 

  溶解度  ：30 % (水)、 50 % (熱水)、 不溶 (エタノール) 

 

10．安定性及び反応性 

  安定性  ：通常の状態では安定である。 

  接触禁止  ：熱、炎、発火物、酸化剤、還元剤等 

  分解反応性 ：通常の保管状態では、分解は起こらない。分解温度以上では刺激 

    性のガス、蒸気が発生することがある。 

 

11．有害性情報 

  急性毒性   ：LD50(経口 ラット)  1,290 mg/kg 

    ：LD50(経口 マウス)  4,370 mg/kg 

  慢性毒性   ：なし 

  ADI(1 日摂取許容量)  ：0 ~ 30 mg/kg 

  経験的有害性  ：通常の使用による健康被害の報告はない。 

  その他   ：目、鼻、喉、皮膚、消化器系などを刺激する。 

 

12．環境影響情報 

  流動性  ：易水溶性 
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  蓄積性  ：なし 

  環境毒性  ：不明 

COD  ：不明 

BOD  ：不明 

 

13．廃棄上の注意 

  廃棄に当たっては、各地の廃棄物、排水処理基準に従って処理する。 

 

14．輸送上の注意 

  国連番号、国連分類に該当しない。 

特別な注意はないが、乱暴な取扱いを避け、水にかからぬよう、また高く積み上げない。 

 

15．適用法令 

日本工業規格(JIS)  ：試薬 JIS K 8540(1995) 

PRTR 法   ：非該当 

  安全衛生法通知対象物質 ：非該当 

  毒劇法対象物質  ：非該当 

  消防法対象物質  ：非該当 

  内分泌撹乱物質(環境庁) ：非該当 

 

16．その他の情報 

  引用文献 

JIS ハンドブック 2019 試薬Ⅰ,Ⅱ ：日本規格協会 

化学大辞典    ：(株)共立出版 

化学物質の安全性評価(GRAS REVIEW) ：(株)化学工業日報社 

The Merck Index 14th Edition  ：Merck & Co,.Inc. 

事業者向け GHS 分類ガイダンス  ：令和元年度改訂版,経済産業省 

 

SDS 制定日：2015 年 10 月 1 日 

責任の限定について 

この安全データシートは、現時点で入手できた知識、情報に基づいて、製品の安全な取扱い、

使用、保管、輸送、廃棄等についての情報を提供する目的で作成されたものであり、記載の

データや評価について、いかなる保証となるものでもありません。 

また、注意事項は通常の取扱いを対象としており、特殊な取扱いの場合には十分な安全対策

を実施してご使用ください。 

ここに記載した GHS 分類区分の根拠は現時点における日本公表データです。 

 

 


